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米国地質調査所ナショナルセンタｰ見聞記①

盛谷智之(海洋地質部)

はじめに

ちようどこの原稿を書いている今日1979年3月3目

は米国地質調査所(USGS)の創立百周年に当たる.

バｰジニア州レストンにあるUSGSナショナルセン

タｰ(本部)では3月2目と3目に盛大な百年祭祝賀

式典や庁舎公開などの記念行事が催されているはずであ

る.また記念行事は両目にとどまらず1978年から

1979年にかけてさまざま在ものが企1画されている.例

えば展示会地学視聴覚教材の作成標語入特別郵便

消印講演会国内･国際シンポジウム広報(資料入

り紙ばさみ出版物･地図･便せん･写し絵などへの標語の使用

ポスタｰ)年報百周年号その他の特別出版物など盛

りだくさんである.ちなみに標語は“O鵬趾皿drea

Yearsof珊ar危hScie皿｡ei皿the1P㎜b1亘6SerYice"

(公共のための地球科学の百年)である.

このような百年祭行事カミレストンのナショナルセンタ

ｰを中心にくり広げられていることは意義深い.な昔

ならUSGSの本部は1879年の創立以後の発展につれ

ワシントン地区の各所に庁舎が分散する結果となってい

たが6年前の1973年にワシントン首都圏域の一角レス

トンに念願のナショナルセンタｰ新庁舎が完成本部の

統合移転が実現しこれによって百周年後に向けての

USGSの地球科学分野での諸活動の基礎が確立されたか

らである.このナショナノレセンタｰの実現こそ百周年

を迎えるUSGSの記念すべき大事業であったといえよ

う.

ひるがえってわが地質調査所もUSGSとほぼ同年代

の1882年2月13目に創立され幾多の変遷をへて本

1979年秋には筑波研究学園都市の新庁舎への統合移転

が完了する予定でありまた3年後の1982年には創立百

周年を迎えようとしている.巨大な組織のUSGSと

はその規模においては比すべくもたいかわか地質調査

所もその研究所の歴史の大き狂節目の時期にあると感じ

ずにはいられない.

さて筆者は1977年10月米国で開かれた日米天然資源

会議の海洋資源工学調整委員会第6回目来合同会議(10

月20目カリフォルニア州回サンゼルス)および海底地質専

門部会第4回目来合同会議(10月2中カリフォルニア州メ

ン回バｰク)に出席したさいレストンのUSGSナショ

ナノレセンタｰを視察する機会をもつことカミできた.約

3日間の短かい訪問であったカミ業務活動の全般につい

てひと通り見せてもらいとくに新庁舎の設計の特徴や

移転時の留意点などわれわれの筑波移転にとって参考

となりそうなことを教えてもらうよう努めた.

この視察結果は速やかにまとめ筑波移転計画への何

らかの参考資料となればと思いなカミら業務の多忙さに

さまたげられ遂に今日までのびのびに狂ってしまった.

間もたく4月には先行移転もはじまろうかという時期

になり遅きに失した感があるが地質ニュｰス編集者

への投稿の約東をこれ以上のばすことはできない羽目に

なり取り急ぎまとまりのない形となることを覚悟の上

記事にすることにした.さらに短期間に垣間見たにす

ぎないのでいろいろ間違った理解もあるかもしれない

ことをおことわりしておく.放お上記の日米天然資

源会議関連の会議については地質ニュｰスNo･286

(1978-6)に報告してある.またUSGSナショナノレ

セ1■タｰの簡単な紹介はすでに長谷紘利氏カミ地質ニ

ュｰスNo.259(1976-3)で打っている.

レストンの新庁舎は精神病院用建物?

1977年10月20日夕刻ロザンゼノレスでの日米天然資源

会議海洋工学調整委員会の会議を終え私は海底地質専

門部会の米側部会長のParheD･SNム個LYJr･および事

務局幹事のTheOdoreT･SU㎜DAの両氏(いずれもUSGS

メンロバｰク地域センタｰ)と飛行機で約1時間かかるメ

ンロバｰク近くのサンホセ空港に向かった.その間向

かい合わせの席で雑談しなカミら租はSNAY肌Y氏あるい

はSU㎜DA氏も旺盛な茶目っ気精神の持主であることを

発見した一彼等の並びの席に1人の男が掛けていたが

飲みかけのアルコｰノレの小ビンとグラスを置台に週刊

紙を座席にそれぞれ置いてトイレに立った.途端に2

人はいたずらっぽい目を見合わせその小ビンとグラス

を空いた座席に移しその上を週刊誌で覆いかくしてしま

ったのである.やがてかの男が戻ると小ビンとグラ

スが無くなっているのに気づきどうなったのかわから�
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ないという不思議さと不安さの入りまじった表情となり

遂にはスチュワｰデスを呼びに行こうとした.その瞬

間にそれまで愉快そうに目を輝かして男を観察していた

2人は週刊紙をさっと取り上げた.男は2人のいた

ずらに引っ掛かったことを知り苦笑し皆んなも笑って

一件は落着したのである.実はこれより前に私自身も

SMY肌Y氏の冗談に一杯食わされていたことを知ったば

かりだった.1974年にやはり米国で開催された海底地

質専門部会第3回目来合同会議のさいシアトノレから南

へ西海岸の地質巡検をSNム個LY氏の案内で行ったとき

のことである.日本海沿岸や伊豆半島西海岸などグリ

ｰンタフ地域の地形に似たオレゴン海岸の環状岩脈のみ

られる景勝地のある別荘の1つの側を通ったとき

｢これは自分のもので夏にはよく利用する｣と彼はいっ

た･早口の彼の英語を聴きとることに精一杯でその

内容の判断までは余裕のない私の貧弱な語学力のため

いわれる通りに信じ込んでしまった.そこで3年後の

会議で再会し何かの折私カミSNム畑LY氏にオレゴンの

別荘はどうなっているかと尋ねると彼はびっくりした

ように｢オｰノｰあれは冗談だ.自分はあの場所

に別荘がもてるほど金持ではない.とんでもない｣と

答えたのである.

このようたことからSNム珊LY氏との会話では彼独得

のユｰモアを解する必要ありとやっと分かってきた.

ところカミそう自覚した後にまたもである.彼は大真面

目な顔をして私にいった.rレストンのUSGSナシ

ョナノレセンタｰの庁舎はもともと精神病院用の建物と

してつくられたカミ精神病患者を収容するにはあまりに

も悪影響があると予想されたので政府に売り渡されそ

れをUSGSがもらい受けることにたったものだ.と

にかくレストンでの視察の世語は副部会長のGi1bert

CORwIN氏に頼んだので良く見て来たさい｣.彼のあま

りの大真面目さにまたも私は半信半疑柱がら全くの冗

談だと否定し切れない程であった.勿論後で述べるよ

うにレストンの新庁舎はUSGSそのものの建物として

構想をねってつくられたのである.しかし彼の冗談

の中で精神病院という言葉で表現された建物の設計の特

異性に起因するクレｰジｰた面も確かに若干認められ

なくもたいことが分かったのである.

旅の盗難ご用心

さてレストンのUSGS本部の見聞という本題とは直

接には関係しないがレストンに向かう直前にメンロパ

ｰクで予想だにしないノ･プニングに私か遭遇したことを

ご参考までに述べておこう.

10月21目メンロパｰクのUSGS太平洋北極海海洋

地質課会議室で開かれた海底地質専門部会第4回目来合

同会議は米側出席者はS肚Y肌Y部会長以下各地か

ら集まった委員･顧問･オブザｰバｰ計9名の多きに

及び同本側は委員は筆者だけであったが幸い在外研

究員として滞米中の地質調査所職員3名にオブザｰバ

ｰとして加わってもらい盛会のうちに終わることカミで

きた一掃米中の3名は三村弘二(地質部在USGS)

衣笠善博(環境地質部在USGS)および伊藤久男(地殻熱

部在スタンフォｰド大学)の各氏でそのうち三村氏は

帰国前衣笠氏は渡米後間も狂いときであった.会議

後われわれはSNム個LY氏宅でのディナｰ･パｰティ

に招かれ夫人の素晴らしい料理のもてなしを受けた.

そこを辞したのはすでに10時半を過ぎそれからさらに

三村氏のアパｰトに立寄り家族の方友人を含め日本

人同志の歓談どたり時のたつのを忘れる程であった.

伊藤氏の車で送ってもらいモデルに帰ったのは午前1時

を過ぎていた.

会議を終えた安堵感とパｰティや歓談後の快感が吹っ

飛んだのは私の部屋のドアｰを開けた途端である.

やられた!部屋に衣服や書類が散乱スｰツケｰスや

バッグさらには備えつけの大型テレビまで壁面の線か

ら切り離され無く在っていたのである.至急連絡され

たしとのメモがありフロントに私カミ帰ったことを告げ

ると夜警のボｰイが直ぐ来て状況を説明してくれた.

私の留守中に泥棒は便所の小窓を開けて侵入ドアｰか

ら堂々と物を持ち出し車で去ったらしい.テレビを盗

むとフロントの欝報ベルが鳴るようになっておりそれ

で事件の発生を知ったそして警察にも連絡すでに一

度は調べに来たとのことであった.旅先しかも慣れ

ぬ外国での盗難で困りはてともかく三村氏に電話した

ところ先程まで一緒だった人達全員が駆けつけてくれた.

幸いその中に二世のエｰコさんという方カミ居て応急の

処置についていろいろ助けてもらうことカミできた.彼

女の助言で警官にもう一度来てもらい盗難品と価格の

リストの調書を作成してもらった.また問題の小窓

は私は閉っているものと思い最初からタッチしてなく

窓をしめようとしてみるとペンギカミ厚く塗ってありロッ

クできずもともと不完全な状態であった可能性カミあり

モテノレ側の管理の責任も考えられた.これを警察から

モテノレ側に立証してほしいとのこちら側の要求に警官

はそのようなことには関知しないので管理人に直接掛

け合ってほしいとの返事でまたモデルの夜警ボｰイも

責任あることはいえないので明朝管理人か来てから話し

てほしいただこの1階のノレｰムは危険なので2階の�
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別のノレｰムの用意はしますということになった.

このモデルでの宿泊は私にとって3回目であり盗難

のおそれは思いもつかぬことであった.命に別状が泣

く旅券･航空券･小切手･現金は身につけ盗まれたか

ったのは不幸中の幸いであった.痛手はとくにレスト

ンに備えて準備して持参したアサヒペンタックスと標

準･広角用交換レンズロｰライ35Sストロボ次どカ

メラ類全部を貴重な撮影フィノレムごと失ったことである.

これらは携帯バッグに入れたり1部はテｰプノレの上に

出して置いたものである.後でモデルの部屋に貴重晶

を置くのは危いと注意された.またスｰツケｰスなど

は普通は持ち去らないものだそうである.中には地図

や資料下着など金目のものは入れてなかったがキイ

を掛けておいたのでかえって丸ごとやられたのであろう.

これに反してクロｰゼットのハンガｰに掛けてあった背

広パジャマテｰプノレ上の書類だとは無事であった.

またこういう事態では当然警察の世話になることになる

が全面的信頼というわけにはいかぬようである.深

夜に調べに来てくれた黒人の若い警官は調書作成のた

めの応答で精神的余裕のなからた私を除き他の男性諸氏

には胸のふくらみからチャｰミングな女性だと見破られ

たようだったが二世のエｰコさんがいったとおり折角

調書らしいものを作成したのに署に撮ってから報告は

省略したのではないかと翌日になって分かったのである.

このようなハプニングはあったものの幸い関係者の

皆さんの助けによって翌日22目からの私のスケジュｰ

ルは予定通り続けることができた.警察およびモテノレ

管理人との交渉処理はUSGSの二世のSU皿IDA氏に依

頼買物の時間カミないためエｰコさんに身廻吊下着柱

ど見たて取り揃えてもらい旅行バッグは衣笠氏に借り

カメラは三村氏のキャノンデｰトを日本に帰るまで借り

ることになった.またSU㎜眺氏による警察との交渉

から付近のゴミ置場に盗品の一部が捨てられていたこ

とがわかりレストンでの交換資料として持参した地調

出版物会議資料身廻晶の一部などが返ってきたのも

救いであった.しかしモデル側あるいは保険金杜へ

の責任補償の交渉は結局うまくいか荏かったようである.

ともかく22目のモンテレｰ半島への地質見学同夜

の日本側招待ディナｰを済ませ23目には伊藤･衣笠両

氏にサンフランシスコまで車で送ってもらい夕方には

2人と別がれ市内のホテルで1人となりレストンヘの

旅に備え連日の疲れをとるため早々と深い眠りについた

のである,

テシュナルセンタｰのびっしりの見学スケジュｰル

10月24日朝サ;■フランシスコ空港をTWA機で出発

途中4時間15分の飛行中はメンロパｰクでの盗難のシ

ョックが完全にはいやされぬ消耗した気分にめいりがち

であった.夕方バｰジニア州レストン西方のダレス国

際空港に到着した.ところが空港に出迎えにみえたの

は予定された副部会長のGibertCow珊氏ではなく

同じ海洋地質部のJoshuaI.丁趾｡酊,Jr.氏であった.

そしてCORwIN氏が3日間に心臓発作で倒れ入院少た

くとも2週間は退院できたくなりこのようなことで私

の見学スケジュｰノレもまだ由来ていたいしかし丁弘｡酊

氏が適当な人達を選んで手配するからとの説明を受けた.

またも予想しなかったノ･プニングであったがすべて

丁趾｡班氏におまかせすることで同夜は空港に近い

SheratOnホテノレに落着いた.

翌25目早朝下眺｡酊氏の車に同乗していよいよUS

GSナショナノレセンタｰに向かった.車で5分程の近

さで8時には到着した.ちょうどサマｰタイム(D･γ

1ight･･vi㎎tim･)カミ来週終るという時期で朝は薄暗い

ときから来ているという感じである.USGSの勤務時

間は9時までに来て8時間働けば良くしたカミって6時

半頃来れば早く帰ってかまわない.実際午後3時頃に

はもう帰りはじめる人も居るようであった.さて私

の見学の希望として

①USGSの業務活動全体の概要

②その中でとくに海洋地質部の活動

③新庁舎のデザインとくに実験室システム･岩石試料の保

管･図書館について

④移転時の注意事項

などを丁趾｡EY氏にお願いしこれに対して25･26･27

目の3日間のびっしり内容のあるスケジュｰルをつくっ

ていただいた.各部門で多忙在中を会って下さりま

た説明や案内をして下さった方々は次のようであった

(敬称賂組織図順).

所長室

W.A.Sc醐1DT(施設特別アシスタント)

副�牴�副�剳

土地情報解析総室

JamesR.B蛆sL酊,Jr.(室長)

測地総部

Char1esE.M0REIs0N(国際調整部)

JohnD.McLAU亘IN(計画開発部)

地質総部

Pa11asL.PEcK(菩1…長)�
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E.H.Ros朋d0M,Jr.

BarbaraA.C肌PP肌L

坩����丰一

DavidF.Dムvms0N

MauriceJ､丁鵬MAN

PaulB.BムRT0N

RobertL.S虹ITH

Maエ｡iaF.N岬肌L

Micke1FLEI舶ER

������

H主rryJ.RosE

Char1esS.ANN肌L

FrankG.W蛆丁趾LL

��敲����

����故��

JoshuaI.丁趾｡酊,Jr.

副�牴到��

水資源総部

O.Mi1tonHム｡KETT

JamesR.Jo蝸s

RobertM.BEムLL

四倉信弘

BruiceB.HANs亘Aw

資源保全総部

Ja1皿esN.PERRIsH

出版総部

RobertE.J川EsJr.

(東部地域部長)

(科学出版部図書館司書)

(鉱物資源部東部鉱物資源課

�漱�楳琩

(海外地質部中東アジア地質課長)

(環境地質部東部環境地質課

�漱�楳琩

(地球化学地球物理部実験地球

化学鉱物課Geologもt)

(〃野外地球化学岩石課

���楳琩

(〃同位体地質課Geologist)

(〃広域地球化学課Che㎜這t)

(〃化学分析課長)

(〃化学分析課Chemist)

(〃〃Spectrograp]]er)

(〃〃Chemもt)

(〃〃Chemist)

(海洋地質部長補佐)

(海洋地質部Geo1ogist)

(〃Geo1ogist)

(副部長)

(海外部長)

�������

(Reseaエ｡hHydroiog追t)

��捨�楳���漱�楳琩

(海洋資源評価課長)

スケジュｰルにはまた10月26目午後8時からワシン

トンのJohnWesleyPowe11講堂で開かれたワシント

ン地学協会の第1027回例会への出席も組み込まれ地質

総部長のDa11asP則K氏の車に乗せていただくことに

なった.このようにUSGSナショナノレセンタｰの近

況について多くを見聞することかできたかここでは新

庁舎と移転の話を中心とし業務活動の話は別の機会に

ゆずることにしたい.

長年の念願統合移転

1973年8月にUSGS本部の第一陣カミバｰシニア州

レストンの新しく完成しUSGS第2代所長を記念して

JohnWes1eyPowe11連邦ビノレと命名されたナショナノレ

センタｰ新庁舎に移転した.USGSは1879年の創立以

降拡大し続けてきたその計画活動のため増大する人

員･設備を次序と各所のビノレに収容し在けれぱならず

1960年までにワシントン首都圏の17か所に分散した実に

30以上ものビルに分かれる結果となった(第1図).こ

のため新庁舎建設と統合移転は長年の念願であったので

ある.新庁舎建設構想は第2次世界大戦直後から準

備され1956年には議会がワシントン首都区内の連邦

政府所有地に建設する案を可決した.しかしこれは適

当な用地カミ得られず放棄された.その後再び提案され

たのカミ今回実現した庁舎建設計画でこれは1958-1959

年に準備され1962年に議会で認可1964年に調査費が

つき1969年に建物設計カミ完成さらに連邦政府の資金

不足のため民間との賃借契約(リｰス)方式として最終的

建設予算が認可され1971年に建設契約が決定されたも

のである.この賃借方式とは政府は土地だけ所有し

(その半分も民間合杜から寄付された)建物は当初民間合

杜資金で建設し政府が20年間賃借(リｰス)しその後

に政府の所有となるといういわば分譲ビルである.

このようにしてUSGSはバｰジニア州レストンにナ

ショナルセンタｰを完成させることでコロラド州デン

バｰとカリフォノレニア州メンロパｰクの両地域センタｰ

南ダコタ州スｰフォｰルズのEROSデｰタセンタｰ､

その他全米各地に所在する地方支所との有機的た関連を

もつ全所的な組織としても整備されたのである.その

一一日ggW11[…

..一..系勺24km...../

一

WHE^一〇N

約16km

壬〆

喝手ξ､.,一ノシ■､

第1図ワシントン首都圏における移転前の米国地質調査所

(USGS)の庁舎の分布図�
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第2図ワシントン首都圏の道路図およびバｰジニア州レストンの米国地質調査

所(USGS)ナショナルセンタｰ位置図

組織は巨大で全職員数は9,200名そのうちレストンの

ナショナノレセンタｰに勤務するものは2,200名である.

恵まれた自然環境のなかに

USGSナショナノレセンタｰのあるレストンは首都ワ

シントンから西方約30k㎜の位置にありまたレストン

の西方約6kmには10数年前にできたダレス国際空港カミ

ある(第2図).また空港の比較的近くにSheraton

Hote1がある.このようにワシントンからUSGSま

でか在り遠く4車線のノ･イウェイを走って約1時間か

第3図bUSGSナショナルセンタｰの全景写真

かる.公共交通手段のない郊外のため通勤はもっぱら

自家用車に頼らねばならない.職員の多くはビエナと

フェアファックスの東側の環状道路にそう地区に住み通

勤一しているとのことである.ただレストンのUSGSと

ワシントンの内務省玄関口とを結ぶバス便が1時間おき

にある.一方長所としては国際空港と立派なホテノレ

(SheratOn)カミ近くにあることがあげられる.レストン

訪問のさいはこのホテノレに宿泊することに荏るカミ空港

到着出発時にはホテノレの送迎バスを利用(有料)でき

る.

第3図aUSGSナショナルセンタｰの全景写真.

一続きの建物カ…Jo止nWe1seyPowe11連邦ビノレ

背後にあるのは機械設備棟�
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第4図USGSナショナルセンタｰの建物･

駐車場配置図

レストンは山麓氷河がつくったゆるくうねる丘陵地に

あり森と湖の素晴らしい自然環境に恵まれている.

そして大気汚染や震動などの発生を制限するなど研究

所立地を指向した町づくりが行われている.USGSの

敷地約0.42km2は森の申にあり研究室の窓からの眺

望はさなカミら静寂と粗葉の樹海のようであった.自然

との調和が兄事に保たれているのである.用地付近の

地質は中生代三畳紀のM伽a･sa砂岩からたりそれ

に隣接して同じく三畳紀の輝緑岩古生代下部のWi･一

･ahicken片岩が分布する.

ユニｰクな星型ビルディング

ナショナノレセンタｰを訪れるとまずそのコンクリｰ

トの円柱と梁で組み立てられ全面が窓のような特異な外

観の星型のビルが目に人いる.正面に向かって左手

第5図USGSナショナルセンタｰ･ビルの各階の占有部分(白抜き)

を示す模式図Bは地階数字は1～7階をそれぞれ示す

(北)の7階建の高い星型棟から右(南)側に5階4階

3階とより低い星型棟カミ次々と続きその先には低層の

2階建棟が延びこれらの一続きの長さば全長で360m

ある(第3図第4図第5図).このよう在奇抜とも思

える設計となった理由カミ面白い.設計に当たっての基

本構想は従来首都圏の33か所ものビノレに分散していた

不便さとキャンパス型では各部門のつなカミりカミ弱く別

々になり易い傾向とを反省して1か所集中型とするこ

とであった.ところか職員の格に庶じて窓の大きさを

どの程度にするという政府の規則カミあり本部には“偉

い人"カミ多くいるため窓面積を多くとる必要カミあった.

通常の正方形のビルではこの要求を満すことカミできず

�

/＼/磁貰ξ川ん肌/＼.��

//＼�/�在来型

儿�

�＼�

��

儿�

＼/＼/＼��

＼/��

へ

/＼/量雛篶加えると

在来型

円

管理部門棟実験室棟

→

一

一

第6図ビノレの側(窓)面を多くとるために考えられた星形設

計2つの正方形を45｡ずらして重ねるとできる

(実際は一方の正方形がやや小さい)

.■

第7図USGSナショナノレセンタｰ･ビルの基本的構想の平面

フロｰ図�
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建築家ポ考え出したその解決法カミ正方形の上にもう一つ

の正方形を重ね45｡回転し星型とすることであった(第

6図).これによって16の側面をつくり出せ日照を十

分に採ることができるからである.さてこれですべて

良ければ申し分なしだがそうはたらぬが世の常か後

で述べるように思いカミけぬ問題が生じたのである.

その前に全体的な配置を見てみよう.用地0.42km2

のうち駐車場には約半分の0.22km2(1,600台)が割り当

てられさすがゆったりしている.そして建物は横に

長く続く複合型メインビノレ(Pow･11連邦ビル)が大部分

を占め他に別棟としてその背後に集中冷暖房等の機械

設備棟とやや離れて固体物理実験棟がある(第4図参照).

複合型メインビノレは基本的には第7図に示すような機

能的流れを考えて設計されている.つまり左側の棟の

部分に管理部門を中央棟の部分に実験室をそれぞれ集

中させ右側にさらに工場部門を置きこれらは各総部

を収容する各階ごとに水平的に管理部門から実験室さ

らには工場部門へとったがっている.また各総部の管

理部門の居室(オフイス)は垂直的な流れによって最上

階(7階)の所長室につ狂がっている.一方各総部

によって必要とする実験室のスペｰスが異なるが多い

ところはその分を各実験室階の部分を右側に延ばすよう

にし建物全体では左から右に(方位では北から南へ)次

第に高さが減小するよう配置してある.例えば地質総

部のように実験室スペｰスの多いところは比較的下の

階に置き実験室部分を右(南)側に延ばしてある(第5

図参照).

各階の主な配置を上から下への順に示してみよう.

7階

6階

5階

4階

3階

2階

1階

地階

所長室資源保全総部

管理総部出版総部コンピュｰタｰセンタ

ｰ総部水資源総部

水資源総部

図書館地質総部

地質総部

測地総部(地形図印刷工場)

ロビｰ講堂人事部(工作機器収納室)

カフェテリア収納保管室

()は右側の2階建建物内にある.カフェテリ

アは600度あり地階といっても地上部分にあり側

面の窓から周辺の森の素晴らしい景色が眺められる.

建物のクレｰジｰの正体みたり

次にいよいよ建物内部の見学に移るカミその前に先ず

内部配置の例として2階の測地総部(第8図)と3階の地

質総部･図書館(第9図)のものをあげる.ご覧のよう

にエレベｰタｰや階段そしてユｰティリティ･コア

(中央配管･配線部分)は勿論各階を通じ同じ位置にあり

また居室は外(窓)側にそして実験室等はコアを中

心にして内側に置くという一般的原則はあるものの部

屋の大きさや配列は全くさまざまである.測地総部

ヨタヨll･o･
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第8図ビルの内部配置図の例

(2階の測地総部)一�
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第9図ビルの内部配置図の例

(3階の地質総部と図書館)

(2階)と地質総部(3階)では全般的放配置方向が斜交

したり根本的にちがっている.しかも地質総部のな

かでも3階と4階では方向性は同じでも間取りは相当ち

カミってくるのである.これらの配置図を見ただけでも

頭が混乱しそうだが現実はもっと深刻である.各階

でいざ部屋に番号を付けようとしたとき非常に困っだ

そうである.何分星形の変則型である上内部の部屋

も大きさや配列カミさまざまときているから基準がとり

にくく番号付けは相当な難事であったにちがい狂い.

ともかく関係者が知恵をしぼって付けられたのであろう

がわずか23目の訪間者にはきわめてわかりにくい

部屋番号である.さらに問題は当然ながら各階の間で

の番号の共通性が全くないことである.自分がいま居

る2階の204室の直上は304室であろうなどという単純

な発想は通用しない.かくして訪間者はお手上げであ

る.1人でマップなしで巻けば迷子になること受け合

いである.1か所の見学が済めばそこの秘書嬢に次

の見学先の部屋に案内してもらうか電話を掛けて向こ

うから迎えに来てもらうほかはない.ところが迷子の

おそれは訪間者に限らない.案内の秘書嬢でも自分の

暗ならともかく別の階へとなると部厚い大判の所内電

話帳を持ち歩きあちこちの部屋の秘書嬢に“道"を尋

ねながら目的地にたどPつくということになるのである.

ここで私ははじめにふれたSN灯肌Y氏の｢レストン

の新庁舎は精神病院用の建物だ｣という冗談の意味を知

ったのである.確かにこの星型の建物は画一性に慣

れてきた私にとってあまりに多様性に富みむしろ混

乱とさえみえクレｰジｰな面をもつように思えた.

この多様性あるいはクレｰジｰの原因は“偉い人"が

多いため窓を多くとろうと星型の建物としたこといわ

ぱ所内連邦制とでもいうべき各総部の自主性･独立性の

尊重さらには研究の目的にかなった実験室あるいは居

室とするため個々の研究者の意見の尊重などにあるよ

うに思われる.したがってもし多少の不便さがあった

としても人間性が尊重され快適校環境で創造的粗研

究や仕事ができるという本来の目的にかなったものであ

ればとやかくいう筋合いはない.実際ナショナノレセン

タｰに暮らす人たちは“地理"にも慣れむしろその

変化を楽しんでいる風にも私には感じられたのである.

(つづく)�


